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北大水産業報
49(2)， 59守69，1998. 

J、ナサキガニ幼生の大量死に関する細菌学的研究

一幼生および種苗生産水槽の細菌叢一

渡辺研_1).高橋 誠1)・鎌田研一2)

杉津輝文2)・吉水 守2)

Bacteriolo~ical Study on the Mass Mortality of Cultured Hanasakicrab 

Larvae-Bacterial flora of cultured hanasakicrab larvae 

Ken-ichi WATANABE1)， M此 0もoTAKAHASHIl)， Ken-ichi KAMATA2)， 

Teruhumi SUGISA W A 2) and Mamoru Y OSHIMIZU2) 

Abstract 

M朗自 mortalityoccurred in cul七uredHanasakicrab larv蹴 atzo帥 IIIand gl肌 cothoe
s七age. The typical sympもomsof the dise脚 dl紅vaewere cloudiness of in同もineand mid-gu七.
Numerous ViかioSpp. were isola七eddomin阻も，lyfrom dise掛edlarval inぬstine. The viable 
bacterial counts of larvae both extemal晶ndintem晶1were increased day by day from 10.ω 
107 CFU/g. Amongもher，岨.ringwaters and Thalassぬsirasp.， feed for 1釘 V鵬 ，Ps側必隅側ω，
Alteromonas and Moraxella consisted in dominant groups， and in七esもineof 1ぽ V僻 ，Vibrio wω 
dominant. Aもglau∞thoestage， dise掛ed1釘vaeshowed a larger number of viable bacterial 
counもS(107ω 10" CFU/g)七hanhealthy larv腿 (105ω 107CFU/g)， and Vibrio spp. were 
dominant in inωIffial microfl.ora of diseωed 1紅 V帥. For 3 days afもerzoea 111 s七姥e，七he
larv帥 wereもreatedwi七hoxytetracycline hydrochloride (OTC)， 5μg/ml to prevent七he
disease. The in闘志inalviable bac飴，rialcounts of回蹴d1紅 V腿 wereless七hannon-tr倒飽d
larvae， and survival ra七eof larv脱臼帥ぬdwi也 OTCwere higher (70%)も，hannon-treat詞
larv掛 (50%). Therefore，七reaもmenもwithOTC w幽岨 effectivemeぬodto prevenもthe
disease. 

Key words: Hanasakicrab， Paralithoゐsbrwip回， Bacterial fl.ora， Oxytetraιycline 

緒雪

ハナサキガニ ParalitlwゐsbrevipωBRANDTは北海道東部海域から千島列島，カムチャッカ半

島にわたって生息する甲殻類で，十脚目異尾亜目に属し同属にタラパガニが含まれる。本種は沿

岸性で根室近海では重要な漁獲対象種となっていたが，近年その資源畳が大幅に減少し資源増殖

が望まれている。

(社)日本栽培漁業協会厚岸事業場(以下厚岸事業場)では，開所当初から栽培漁業の重要対象

種として本種の種苗生産技術開発に着手し， 1982年には十万尾近くの第1期稚ガニを生産するこ

とに成功し， 1987年には百万尾近くの第1期稚ガニを生産することに成功した。

り 日本栽培漁業協会厚岸事業場
(Akk田hiS凶伽 01Japan Sea-Fa慨 ingAssociation) 

2) 北海道大学水産学部生物化学工学講座(旧微生物学講座)
(Lαbor，ω仰 01Biochem必αIP間酎sTech叩ゐgy，F，側 ZtyofFlおお側s，HokkauUJ University) 
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しかしながら， 1988年にはグラウコトエ期幼生に消化管及び中腸腺の白濁を特徴とする疾病が

発生し，稚ガニの生産は全くできなくなった。

本研究では，種苗生産過程で用いる飼育用水および餌料の細菌叢と発病群を含むハナサキガニ

幼生の体表，消化管の細菌叢を微生物生態学的に比較検討し，合わせて塩酸オキシテトラサイク

リン(水産用テラマイシン)5μg/mlの薬浴効果についても検討したので報告する。

材料と方法

J、ナサキガニ幼生の飼育

ハナサキガニ幼生は，厚岸事業場で飼育中の親ガニから勝化したものを用いた。 1992年と 1993

年にハナサキガニ幼生の飼育水槽として 4m3FRP水槽(直径2.2m，高さ1.2m) 2面ずつを用

意し，幼生の密度が 10，∞0尾/m3程度となるように勝出直後のゾエアを収容した。試験区は，両

年ともにゾエア 3齢期に塩酸オキシテトラサイクリンによる薬浴を行う薬浴区と行わない対照区

とした。飼育水温は，収容時の 4'Cから徐々に加温し， 9~lO'C を維持するようにした。換水は，

収容時に低水位としたため数日聞は注水のみを行い，その後は 20%の割合で行った。水質維持の

目的でナンノクロロプシスを 30~50 万 cells/ml となるように飼育水に添加した。通気は 2 個のエ

アーストーンにより行った。餌料は珪藻とアルテミアノープリウスをグラウコトエ期になるまで

給餌した。珪藻は Thalωsiosirasp. を用い，飼育水中の珪藻密度が 3，∞0~5，0∞ cells/ml となるよ

うに添加した。グラウコトエ期幼生が出現してからは，幼生を付着させる目的で30目のネットを

円筒状に張った付着ネットを 1水槽あたり 4個ずつ垂下した。底掃除はグラウコトエ期幼生が出

現するまで週2回行った。薬浴区ではゾエア 3齢期の初期に塩酸オキシテトラサイクリンを用い

て5μg/mlの薬浴を行い，その後換水率20%で飼育を継続した。取り揚げはグラウコトエ期の後

期に行った。

供試飼育用水

1992年と 1993年の上記飼育水槽に供給するろ過海水を種苗生産過程に沿って合計6回，飼育

水槽への給水管から滅菌中試験管を用いて採取した。また，両年の飼育水槽内の飼育水を合計3

回，滅菌中試験管を用いて直接採取した。

供試飼育用餌料

1992年と 1993年にハナサキガニ幼生の飼育のために培養中の珪藻 Tha加siosirasp.を計4回，

矯養水槽に備え付けのネットを用いてろ過採取し，ストマツカー用ポリ袋(オルガノ)に移した。

供試ハナサキガニ

1992年と 1993年の種苗生産過程のハナサキガニ幼生について，薬浴区から計7回，対照区から

計 10回，消化管の白濁が確認されたハナサキガニ幼生から 5回それぞれ採取した。

生菌数の測定法

飼育用水および飼育水はそのまま原液から，飼育用餌料および供試ハナサキガニの体表(消化

管を含む)は，試料を秤量後9倍量の滅菌75%Herbst人工海水を加えてストマツカー用ポリ袋

によりホモジナイズし， 10倍希釈法による希釈液列を作製した。さらに供試ハナサキガニ幼生の

一部については， Murogae七a1.(1987)の方法にしたがい滅菌ステンレス茶こしに，供試ハナサキ

ガニを取り 0.1%塩化べンザルコニウム水溶液に 30秒間浸潰し，その後水道水で1分間洗浄し
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た。洗浄後，前述の体表試料と同様にホモジナイズし，この試料の生菌数をもって消化管の生菌

数とした。各試料の希釈液O.lmlを海水培地 (Yamamoωet晶.l.， 1982)平板に塗抹し， 20'Cで7

日間好気的に培養して出現コロニー数から生菌数を常法により算出した。なお生菌数は飼育用水

では 1mlあたり，他は湿重量 Igあたりとして算出した。

供試茜株の分離・分類法

飼育用水は4検体，餌料は 3検体，ハナサキガニ幼生では対照区の6検体，薬浴区の4検体，さ

らに消化管が白濁している個体の5検体について，最適希釈平板上の全コロニーに番号をつけ，乱

数表を用いて該当する番号のコロニーを 20~30個釣菌し，純粋分離を行って供試菌株を得た。

分離菌株の分類

分離菌株は絵面・清水 (1987)の方法により以下の形態学的性状及び生化学的性状を検査し，属

レベルの分類を行った。

形態学的性状

分離菌株を海水培地で20・C，48時間培養した後，常法適りグラム染色性，菌形，運動性，鞭毛
の有無を観察した。

生化学的性状

前記同様の培養菌体を供試し， OF試験，塩類要求性試験，オキシダーゼ試験，カタラーゼ試験，

DNA分解性試験，ゼラチン分解性試験，カゼイン分解性試験，寒天分解性試験，芽胞染色試験，

デンプン分解性試験，発光性試験を行って結果を観察した。

結 果

幼生の飼育結果

ハナサキガニ幼生の飼育結果の概要を Table1に示した。 1992年は2月27日から飼育を開始

し， 4月10日に取り揚げた。ゾエア 3齢期に脱皮してから 3日目の3月15日に，薬浴区では塩酸

オキシテトラサイクリンによる薬浴を行った。対照区の生残率は52.4%と薬浴区の生残率72.6%

より 20%程度少なかった。白濁個体は対照区でごく少数出現したが，薬浴区では出現しなかった。

1993年は3月1日から飼育を開始し， 4月8日に取り揚げた。ゾエア 3齢期に脱皮してから 3日

Table 1. Resul旬。fseed production of Ha.nasakicrab in Akkeshi S七叫ionof Japan Sea.-Farming 
Ass∞1叫ion.

Year Group 
Number，of D晶，teof Number of Survival Ar~aren~ 

Rearing period re町'ed ~， ~vV' V' of dise蜘 d
もr制 menも produ田dla.rvωra'ぬ(%) v'l;;齢

1992 Conもrol Feb. 27-Apr. 10 50，000 No志位抽匂対 26，200 52.4 Few 

1992 Tre叫ment*' Feb.27・Apr.lO 50，0∞ Mar.15 36，3∞ 72.6 No 

1993 Control M町. 1・Apr.8 48，∞o No色町回収姐 24，2∞ 50.4 A few 

1993 Treatmen七日 Ma.r. 1・Apr.8 48，000 M紅 .18 33，600 70.0 Few 

判 La.rvaewere trea'七edwith ox円e七raιyclinehydr∞:hloride， 5μg/ml overnigh七
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自の 3月18日に，薬浴区では塩酸オキシテトラサイクリンによる薬浴を行った。対照区の生残率

は50.4%と薬浴区の生残率70.0%より 20%程度低かった。白濁個体は対照区で少数出現し，薬

浴区でもごく少数出現した。

生菌数

飼育用水及び飼育水の生菌数を採水日とともに Table2に示した。飼育用水の生菌数は1.3x

102~9.3 X 102 CFU/ml の範囲で測定された。飼育水の生菌数は 9.6x103~1.2X104 CFU/mlの範

囲であり，飼育用水の生菌数より 1~2 オーダー増加した。薬浴区の飼育水の生菌数は 2.1X103 

~2.2 X lO' CFU/mlの範囲であり，無処理区の飼育水の生菌数と大きな差は認められなかった。

餌料として用いた残藻の生菌数を採取臼とともに Table3に示した。生菌数は 6.9X 107~ 1.8 X 

WSCFU/gの範囲であった。

ノ、ナサキガニ幼生の消化管を含む全体の生菌数を Table4 に示した。対照区の生菌数は104~

WS CFU/g の範囲で測定された。薬浴区の生菌数も 104~lO' CFU/gの範囲であり， 2例を除き対

照区の生菌数より少なかった。体表面を消毒した後の消化管の生菌数を Table5に示した。対照区

の消化管の生菌数は 105から 107CFU/g に増加した。薬浴区の消化管の生菌数は 103~lO' CFU/g 

で，対照区の生菌数より約 1 オーダー少なかった。白濁個体の消化管の生菌数はlO'~WS CFU/g 

であり，同時期の正常個体の消化管の生菌数より 1オーダー多かった。

Table 2. Viable bacterial∞un匂 ofseawater for rearing (CFU Iml). 

Sample 

Sampling date Filtrate Rearing wa七erfrom tank 

se品別ra七er Con七rol Tre品切d*'

M紅. 2， 1992 1.3x 102 NT*2 NT 

Mar. 9，1992 1.5x 102 NT NT 

M紅.16， 1992 9.3x 102 NT NT 

Apr. 2，1992 3.1 X 102 1.2x 104 2.1 x 10' 

Apr. 10， 1992 2.4X 102 NT NT 

Mar. 11， 1993 4.0x 102 NT NT 

Mar. 19， 1993 NT 9.6x 10' 1.7x 104 

Mぽ .25，1993 NT 1.2 X 104 2.2x 104 

事
1see Table 1. 
叫 Noも民s旬d.

Table 3. Viable bacterial coun旬。fThalassぬsI'rasp. for feed of Hanasakicrab 
larv師.

Sampling date 

M紅. 2， 1992 

Mar. 9，1992 

Mar. 16， 1992 

Mar. 11， 1993 

62 
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6.9x 107 

1.2x 108 

1.8x 108 
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Table 4. Viable b郎防rialcounts of Han88akicrab larvae. 

Sampling da旬
Viable baιterial∞un匂 (CFUjg)

M紅. 2， 1992 

Mar. 9，1992 

M紅.16， 1992 

Apr. 2，1992 

Apr. 10， 1992 

M紅.11， 1993 

M町.19， 1993 

Mar. 25， 1993 

Apr. 7，1993 

・1see Table 1. 
*' No七旬S旬d.

Control 

4.7x105 

9.8x105 

1.6x 106 

2.7x 108 

1.7x 107 

3.0x 106 

9.5x 10' 

1.5x 107 

1.1 X 108 

Tr帥旬d・1
NT叫

NT 

2.7x 106 

2.8x 107 

4.9x106 

NT 

9.5xlO' 

6.8x105 

1.3x 107 

Table5. In加もinalviable bacterial∞un旬。fHan闘はicr晶.blarv帥.

S阻 .plingd脚
Viable bacterial∞unts (CFUjg) 

Control Trea旬ψ1

M紅. 2， 1992 4.7x10' NT03 

M紅. 9， 1992 7.0x105 NT 

M町.16， 1992 5.9x 10' 1.3x 10' 

Apr. 2，1992 8.3x 106 9.7x105 

Apr. 10， 1992 1.3 X 107 1.7x 105 

Mぽ• 11， 1993 9.9x105 NT 

M町.19， 1993 2.2x105 2.4x 10' 

M町.25，1993 7.4x 106 6.4x 103 

Mar. 31， 1993 2.7x 107 1.6x 107 

Apr. 7，1993 7.3x 107 1.3 X 106 

叫 seeTable 1. 
叫Dise88ed1紅vaewhich showed cloudin四sof in闘もine回 dmid-gut. 
叫 No七ぬS飽d.

細菌叢

Disω8ed*' 

NT 

NT 

NT 

NT 

4.2x 107 

NT 

NT 

NT 

5.9x108 

NT 

飼育用水から分離された細菌の各属の出現率を Table6に示した。 1992年の飼育初期において

Flavobωterium， MO'T'仰 ella， Alteromonas， Pseudo例仰聞が細菌叢の主要な構成属であったが， 4月

には Flaωbacterium， Vi初旬が細菌叢の主体を成した。 1993年はAlterom側同 Pseu必m側~as，

Alcalig，抑制が細菌叢を構成する主要な細菌であった。

ハナサキガニ幼生の飼育に用いる珪藻，タラシオシラの細菌叢を Table7に示した。 1992年は

Moro.xella， Vib巾"Alterom側叫 Psωゐm側 ωが菌叢の主要な構成属であり，飼育用水とほぼ同様

の細菌叢を示した。 1993年では Vi加ioが主体をなし，飼育用水の細菌叢と異なっていた。

ハナサキガニ幼生の細菌叢を Table8に示した。 1992年は対照区でMO'I官xella， Vibrio， 
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Table 6. Bacterial畳oraof seawa旬，rfor re町ing.

S釘nplingdaお
Genus 

1992/3/2 1992/3/16 1992/4/10 1993/3/11 

Number of isola'旬ds七rains 25 30 30 30 

Number of ex創nineds七ralns 21 24 11 12 

F加用blUJte何.um 14.3% 0.0% 27.3% 0.0% 

MlJ'IYl:&6lla.・AchromoblUJteT 19.0 33.4 0.0 0.0 

Oy句 haga 4.8 0.0 0.0 0.0 

院brio 9.5 0.0 36.4 0.0 

Altero間四邸 23.8 37.5 9.1 16.7 

Ps側め隅側副 19.0 29.2 9.1 16.7 

Alcal伊附 4.8 0.0 9.1 33.3 

Bacillus 。。 0.0 9.1 0.0 

Coryneforms 4.8 0.0 0.0 0.0 

Unidenもified 0.0 0.0 0.0 33.3 

Table 7. Bacterial flora of Thalωsiosira sp. for f，田dof Han舗はicrablarv朗.

Sampling daω 
Genus 

1992/3/2 1992/3/16 1993/3/11 

Number of isolated strains 30 30 30 

Number of examined strains 25 30 26 

Fla叩 bacterium 12.0% 0.0% 0.0% 

MOf・広ulla-Achromobac伽 32.0 20.0 0.0 

Oyωphaga 0.0 0.0 0.0 

Vibrio 12.0 16.7 57.7 

Altero刑制ω 4.0 43.3 3.8 

Ps側必隅仰叫S 32.0 3.3 7.7 

Alcal，伊蜘 4.0 0.0 7.7 

Bac抑制 4.0 16.7 0.0 

Coryneforms 0.0 0.0 0.0 

A6f'<棚側副 0.0 0.0 7.7 

Unidentified 0.0 0.0 15.4 

Psωゐm側 ω，Alcaligenωが細菌叢の主体を成し，薬浴区ではこれらに加えて Flaωbac加切mが多

く分離されたが，対照区と薬浴区の細菌叢に大きな違いは認められなかった。 1993年には対照区

で Vibrio属細菌が優勢となったが，薬浴区では Vib仰の他，Alterom側as， PSf!JUゐm抑制等多くの

属の細菌が分離され，明瞭な違いが認められた。

ノ、ナサキガニ幼生の消化管の細菌叢を Tables9および 10に示した。 1992年 1993年共に対照区

で Vibrioが優勢であったが，薬浴区の初回薬浴直後には防助活Oが検出されずPSf!JUゐmo1ωsが菌

叢の主体を成した。しかし4月の薬浴区の菌叢は対照区と同様に Vibrioが優勢となった。白濁個
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Table 8. Ba.cもeri晶1fiora of H岨 asakicrぬ larvae.

Sampling date 

Genus 
1C99o2n/U3o/l 21992/3/161T9m92a/旬4d/101993/3/11 1993/3/25 

Control Tr帥偽d01 Treated *1 Con位。 Control Trea飽d*1

Number of isola旬ds七rains 30 30 30 30 30 30 30 

N umber of examined strains 26 13 19 21 21 25 20 

Fl皿IObacte何叫隅 0.0% 7.7% 42.1% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 

MO'/"axella-Achro怖obac伽 42.3 38.5 10.5 9.5 0.0 0.0 0.0 

Oyωp加ga 0.0 0.0 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

Vibrio 19.2 15.4 0.0 47.6 85.7 1∞.0 55.0 

Alte抑制岬もω 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 

Ps臨め間開制 11.5 38.5 26.3 0.0 0.0 0.0 15.0 

d加lig，棚田 15.4 0.0 10.5 9.5 0.0 0.0 5.0 

B即 illus 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Coryneforms 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Aero刑側副 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Unidentified 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 15.0 

判 SeeTable 1. 

Table9. In旬釣inalbacぬrialfiora. of Hanasakicrめ larv帥 in1992. 

Sampling d脚

Genus 
1992/3/2 

1992/3/16 1992/4/10 

Conも，rol Control Treated事 l Control Treaもed・1 Dise幽 ed・2
Number of isola加dstra.ins 30 30 30 30 20 30 

N umber of examined strains 26 28 19 6 17 7 

Fla叩bαcteば，um 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 

MO'/"a:.回lla-Ach町nnobω伽 0.0 0.0 16.7 0.0 5.9 0.0 

Oyωphaga 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Viωio 84.6 85.7 0.0 1∞.0 82.4 100.。
Alterom側 ω 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Ps側必師側副 0.0 0.0 83.3 0.0 0.0 0.0 

AZcal伊附 11.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Bωillus 0.0 14.3 0.0 0.0 5.9 0.0 

Corァneforms 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

A6Tom側 ω 0.0 0.0 0.0 。。 0.0 0.0 

Unidenti畳.ed 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

*1 See Ta.ble 1. 
叫 S田 Table5.
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Table 10. Intesもinalbacterial flora. of Hanasa.kicrab larvae in 1993. 

Sampling da.旬

Genus 
3/11 

3/25 3/31 

Control Control Trea旬d01 Conもrol Trel込飴d・1
Number of isola.旬ds七.rains 30 30 30 20 20 

N umber of exa.mined sも，rains 30 30 30 18 19 

Fla叩 bacteri也隅 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

M町 'o:x:ella-Achro隅obacteT 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Oyωphaga 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Vibrio 86.7 90.0 100.。 1∞.0 1∞.0 
Al伽明η捌儲 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Ps側ゐ怖側ω 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Alcalig朗自 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Bacillus 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

Corynefor四 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

AeTI側側副 3.3 6.7 0.0 0.0 0.0 

Unidentified 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 

01 See Ta.ble 1. 

Ta.ble 11. 1前田tina.lbω旬，rialflora. of dise踊edH拍鎚a.kicrめ larv僻 in1993. 

Sampling date 

Genus 
Di3s/e2as6 ed Di3s/e2as9 ed Di3s/e3as1 ed 

4/1 
Dise岨 ed

Number of isolaぬdsも，rains 4 10 20 8 

N umber of examined stra.ins 1 5 19 6 

Fl田畑bacteTium 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

M肝 'a:x:ella-Ach町>mObac伽 0.0 0.0 0.0 0.0 

C炉ophaga 0.0 0.0 0.0 0.0 

v記初旬 1∞.0 100.。 100.0 100.。
AlteTomo略国 0.0 0.0 0.0 0.0 

Psm必ゐ刑棚田 0.0 0.0 0.0 0.0 

Alcal柳田 0.0 0.0 0.0 0.0 

B即 illus 0.0 0.0 0.0 0.0 

Coryneforms 0.0 0.0 0.0 0.0 

Aero間側副 0.0 0.0 0.0 0.0 

Unidenもified 0.0 0.0 0.0 0.0 
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体の細菌叢はすべて V訪問が 100%を占めていた (Table11)。

考 察

ハナサキガニ幼生飼育用水の生菌数は 102CFU/mlのオーダーで測定され，採取日による差は

認められなかった。飼育水では 103~10' CFU/ml のオーダーであり，飼育用水と 1~2 オーダーの

差が認められた。これは餌料やハナサキガニ幼生などからもたらされたものと考えられる。対照

区と薬浴区の生菌数に大きな差は認められず，塩酸オキシテトラサイクリンによる飼育水の生菌

数の減少効果は顕著ではなかった。

ハナサキガニ幼生の消化管を含む全体の生菌数は，対照区で1Q5~108 CFU / g，薬浴区で 105

~107 CFU/gと測定され，薬浴区で約1オーダー生菌数が減少した。消化管の生菌数は対照区で

104~1O7 CFU/g，薬浴区でも 103~107 CFU / gと数字上ほぽ同程度であったが， 2例を除き薬浴区

の生菌数が低く，塩酸オキシテトラサイクリンの薬浴効果が認められた。

一方白濁個体の消化管内の生菌数は 107~1O8CFU/gと測定され，同時期の対照区の生菌数が

106~ 107 CFU / g であったのに比べると約 1 オーダー多く，薬浴区の 105~1O6CFU/gと比較する

と 1~2 オーダー多かった。

ガザミ Port旬鈍悩 trituberculat闘では，Vibrio Sp. zoeaに感染した幼生の消化管内生菌数が，正

常個体の生菌数より 2~3 オーダー高いという報告があり (Suzuki 的乱1.1990)，ハナサキガニの

白濁を呈して死亡する現象が Vibrio属細菌により引き起こされている可能性が示唆された。

飼育用水の細菌叢は Flaωbac給付iam，Moraxella， A1伽側O側 ，Psωゐmo?叩"A加 1igenes等が主

要な構成属であったが，4月にはいると Vi伽ぬの占める割合が高くなった。餌料に用いる珪藻タラ

シオシラの場合， 1992年は飼育用水とほぼ同様の細菌叢を示したが， 1993年には飼育用水に出現

した細菌の割合が減少し，Viln泌が多く出現し年度により細菌叢に違いが認められた。

ハナサキガニ幼生の消化管を含む細菌叢は， 1992年は M町田ella， Vibrio， Psωゐmo?ωs等が主体

を成し， 1993年は Vib仰が優勢であった。飼育用水の細菌叢と比較すると，特に Vibrioの占める

割合が高くなっていたことが大きく異なっていた。このことは Sugi切 eta1. (1987)が沿岸甲殻類

7種について， Suzuki e七al.(1990)がガザミについて，外被の細菌叢は環境水の影響を受けると

報告したことと反した。この原因として，これらの報告では外被のみの細菌叢を調査しているの

に対して，本研究では外被および消化管の細菌叢を調査したため，生菌数の多い消化管の細菌叢

が大きく影響した可能性が考えられる。

ノ、ナサキガニ幼生の消化管内の細菌叢は，両年ともに Vibrioが優勢であった。したがって飼育

用水および餌料に用いた珪藻タラシオシラの細菌叢とは明らかに異なっていた。甲殻類の消化管

内細菌叢については， Yasud晶andKitao (1980)がクルマエビについて Pseuゐmo?ωsとVibrioが，

Sugi凶的晶1.(1987)も沿岸甲殻類7種について Psωゐmonω とVib仰が，さらに Suzuki的 a1.

(1990)もガザミについて Psωゐm側 ω とVibrioが主体をなしていたと報告している。ハナサキ

ガニの場合は，Vibrioが優勢でありやや異なっていたが，薬浴を行った区でPseuゐm側 ωが主体

となった場合もあり，大きく異なってはいないものと考えられる。吉水ら (1980)はサクラマス

仇閥抗少whusmasauおよびシロサケ白worh伊wh山 keωの卵及び稚魚の表面及び消化管の細菌叢

を調査し，浮上稚魚までは飼育用水や飼育餌料の細菌叢の影響を受けると報告している。また，

Muroga eも乱1.(1987)は，マダイ P勾仰smcり・orとクロダイ dωnth叩叩'USsch均的の仔稚魚期の

腸管内細菌叢を調査し，仔稚魚の腸管内細菌叢は環境由来ではなく餌料由来の細菌から形成され

ると報告している。さらに， Tanasomwang and Muroga (1988，1989)もヒラメ Para1ichthys

01-ぬωωs，クロソイ Sebω加 schlegeri，トラフグ Taki.fuiJurubripes，キジノ、タ Epinephel悩 rik仰仰
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について同様の報告を行っている。また， S田 ukie七al.(1990)はガザミの消化管内細菌叢が，魚

類と同じように餌料由来の細菌から形成されると考察している。本研究で調査した範囲では，ハ

ナサキガニ幼生の餌料として用いた珪藻の細菌叢とハナサキガニ幼生の消化管内細菌叢は大きく

異なり，これらの報告とは異なる結果となった。しかしながらハナサキガニの種苗生産において

はアルテミア4付側旬 sali:叩も給餌しており，アルテミアの細菌叢も調査する必要がある。同時

期に日本栽培漁業協会宮古事業場で，ケガニ Erimω'1'USise:nbeckiiの種苗生産用餌料として用いた

アルテミアの細菌叢は，その主体を Vi初旬が占め(データは示していなし~)，厚岸事業場のアルテ

ミアも同様とすると，ハナサキガニの消化管内細菌叢は餌料であるアルテミア由来で形成された

と考えられる。また，v訪問はハナサキガニ幼生の消化管内における常在細菌である可能性もあ
り， Sugitaωa1. (1987)が考察したように，消化管内の低い pHや胆汁酸の影響及び嫌気的状況

のために結果として Vi初旬が主体をなしている可能性も考えられる。

ノ、ナサキガニ幼生の全体の細菌叢は，薬浴を行うことにより Viln切の出現率が減少したが，消

化管の細菌叢は対照区，薬浴区ともに Vibiroの占める割合が高く， 1992年には薬浴直後に Vibrio

が出現しなくなる場合が観察されたものの，1993年には細菌叢を検討したすべての例で V訪問の

出現率が高く，細菌叢に明瞭な違いは認められなかったが，生菌数は薬浴区で少なかった。これ

らの結果から，塩酸オキシテトラサイクリンの薬浴によるハナサキガニ幼生の体表及び消化管内

における Vibrioの減少効果が確認された。

ハナサキガニ幼生の種苗生産結果を対照区と薬浴区で比較すると， 1992年， 1993年ともに薬浴

区の生残率が対照区を 20%上回るとともに，白濁個体の出現も薬浴区で少ない傾向があり，塩酸

オキシテトラサイクリンによる薬浴が幼生の生残率を高める効果が認められた。

消化管白濁個体は，消化管の生菌数がおよそ 108CFU/gと正常個体と比較して多いこと，塩酸

オキシテトラサイクリンによる薬浴を行って生菌数を 1~2 オーダー下げると白濁個体が出現し

なくなることなどから，ハナサキガニ幼生の消化管が白濁し死亡する現象は，ある種の細菌によ

り引き起こされることが窺えた。また白濁個体の消化管内の細菌叢は院勧泌が1∞%であったこ

とから，本疾病にある種の Vibrio属細菌が関与しているものと考えられる。しかしながら，v伽ぬ
属細菌は消化管内の常在細菌である可能性もあり，今後本疾病の防除対策を検討するに際し，こ

れら Vibrio属細菌の種の同定と病原性の確認および感染経路の特定が必要であると考える。
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